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 調査の結果
け っ か

から黒姫山古墳は中 世
ちゅうせい

に 砦
とりで

として使
つか

われていたこと

も分
わ

かりました。 

さば山古墳 

 黒姫山古墳のそばには6基
き

の小型古墳
こ が た こ ふ ん

があったと伝
つた

えられていま

す。さば山古墳はその一つで、黒姫山古墳の南 側
みなみがわ

で見つかりまし

た。作
つく

られた年代
ねんだい

は黒姫山古墳よりも後
あと

の時代と 考
かんが

えられ、黒姫

山古墳にほうむられていた人
ひと

の次
つぎ

の長の墓ではないかという説
せつ

があ

ります。 

 美原区
く

のほぼまんなかにあ

る黒姫山古墳。 

 いつ、だれがなんのために

作
つく

ったのでしょうか？ 

美原
み は ら

をしらべよう 1 

黒姫山
くろひめやま

古墳
こ ふ ん

のひみつ 

 

 



黒姫山古墳 

 黒姫山古墳の前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

です。大
おお

きさは前方（しかくいところ）部
ぶ

のはば65ｍ、後円（まるいところ）の直 径
ちょっけい

が64ｍ、全 長
ぜんちょう

114ｍで、

2段
だん

になっています。 

 

 

 

 

 

 

 黒姫山古墳のまわりには濠
ほり

が掘
ほ

られ、池
いけ

のようになっていますが、

さらにその外側
そとがわ

には土をもり、古墳をりっぱに見
み

せています（周 庭
しゅうてい

と呼
よ

ばれています）。 

 今
いま

は森
もり

のように見える黒姫山古墳ですが、できた当時
と う じ

ははにわがな

らび、斜面
しゃめん

には石
いし

がしきつめられていました。 

 この古墳は古墳時代
じ だ い

（5世紀
せ い き

の中頃
なかごろ

）に、この地
ち

で力
ちから

のあった丹比
たじひ

氏
し

の長
ちょう

のお墓
はか

であると考
かんが

えられています。 

 この古墳は古くから「墓山
はかやま

」と呼ばれていました。古市
ふるいち

古墳群
ぐん

に墓

山古墳があり、まぎらわしいため、「黒山
くろやま

」という地名
ち め い

と、黒媛
くろひめ

のお

墓だという言
い

い伝
つた

えに由来
ゆ ら い

して、黒姫山古墳と呼ぶようになりまし

た。 

←       114m       → 

古墳の中

なか

はどうなっているの？ 

 古墳を調
しら

べると、前方部から竪穴式
たてあなしき

石室
せきしつ

が見
み

つかり、中から24人
にん

分
ぶん

の甲 冑
かっちゅう

をはじめ、鉄
てつ

でできた武具
ぶ ぐ

・武器
ぶ き

がたくさん見つかりま

した。 

 甲冑とは、「よろい」と「かぶと」のことで、 戦
たたか

いのときに 体
からだ

をまもる武具です。よろいは、胴
どう

や手足
て あ し

をまもり、かぶとは、 頭
あたま

をまもります。ひとつの古墳から見つかった甲冑の数
かず

としては、日
に

本一
ほんいち

です。いっしょにうめられていたものからわかるように、丹比

氏は天皇
てんのう

の側近
そっきん

に軍事
ぐ ん じ

で仕
つか

えた氏族
し ぞ く

でした。 

 黒姫山古墳から出
で

てきた甲冑は全
すべ

て「短甲
たんこう

」と呼ばれる、

長方形
ちょうほうけい

や三角
さんかく

形に切
き

った大
おお

きめの鉄の板
いた

を皮
かわ

や 鋲
びょう

でとめたもので

した。 

 後円部にあった石室はこわされて残
のこ

っていません。しかし、石室

のまわりからはにわのかけらが見つかりました。その中には筒
つつ

の

形
かたち

をしたものや盾
たて

の形をしたものなど、色々
いろいろ

なものがふくまれて

いました。 

 


